
執
筆
者
二
〇
二
二
年
度
業
績
欄 

（
掲
載
順
、
三
点
以
内
） 

 

〇
佐
藤
卓
己
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
・
京
都

大
学
理
事
補
） 

・
第
一
章
「
国
民
参
加
の
フ
ァ
シ
ス
ト
的
公
共
性―

戦
時
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
メ
デ
ィ
ア
史
」、
福
間
良
明
編
『
シ
リ
ー
ズ
戦
争
と

社
会
４ 

言
説
の
表
象
と
磁
場
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
） 

・
第
四
章
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
時
代
へ
」、
村
上
陽

一
郎
編
『「
専
門
家
」
と
は
誰
か
』（
晶
文
社
、
二
〇
二
二
年
） 

・
第
一
一
章
「
三
国
同
盟
・
ヒ
ト
ラ
ー
と
日
本
世
論
」、
筒
井
清

忠
編
『
昭
和
史
研
究
の
最
前
線―

大
衆
・
軍
部
・
マ
ス
コ
ミ
、

戦
争
へ
の
道
』（
朝
日
新
書
、
二
〇
二
二
年
） 

 

〇
木
下
浩
一
（
帝
京
大
学
文
学
部
講
師
） 

・【
論
文
】「
ニ
ュ
ー
ス
ル
ー
ム
の
社
会
史
：
戦
後
日
本
の
政
治

記
者
を
事
例
に
」『
帝
京
社
会
学
』三
六
号
、二
〇
二
三
年
三
月
、

九
五-

一
一
三
頁
． 

・【
書
評
】「
長
崎
励
朗
著
『
偏
愛
的
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
知
識

社
会
学
丨
愉
し
い
音
楽
の
語
り
方
』(

創
元
社
、
二
〇
二
一
年)

を
読
む
」『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』
八
号
、
二
〇
二
二
年

四
月
、
三
二
七-

三
三
八
頁
．  

・【
口
頭
発
表
】
日
本
メ
デ
ィ
ア
学
会
二
〇
二
二
年
度
春
季
研
究

発
表
会
「
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
ル
ー
ム
社
会
史
の
試
み
：
新
聞
社

の
写
真
記
者
を
事
例
に
」（
二
〇
二
二
年
六
月
五
日
、
日
本
女
子

大
学
） 

 

〇
彭
永
成
（
桃
山
学
院
大
学
社
会
学
部
講
師
） 

・【
論
文
】『
結
婚
情
報
誌
『
ゼ
ク
シ
ィ
』
の
メ
デ
ィ
ア
史
的
研

究-

「
花
嫁
優
位
」
イ
メ
ー
ジ
を
演
出
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
論
文 

・【
報
告
】「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
広
告
メ
デ
ィ
ア
の
比
較
研
究―

「
ゼ

ク
シ
ィnet

」
と
雑
誌
『
ゼ
ク
シ
ィ
』
を
例
に―

」『
吉
田
秀
雄

記
念
財
団
令
和
三
年
度
助
成
研
究
報
告
書
』、
一
一
三-

一
二
一
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頁
。 

 

〇
石
田
あ
ゆ
う
（
桃
山
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
） 

・【
論
文
】「
室
伏
高
信
「
ラ
ヂ
オ
文
明
の
原
理
」―

テ
レ
ビ
文

化
へ
の
射
程―

」『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
五
一
号
、
二
〇
二
二

年
二
月 

・【
研
究
ノ
ー
ト
】「
神
近
市
子
に
み
る
青
鞜
・
恋
愛
・
自
己
形

成―
―
―

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
型
女
性
政
治
家
の
「
受
難
」
人
生
」

『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
年
報
』
第
八
号
、
二
〇
二
二
年
四
月 

 

〇
山
口
仁
（
日
本
大
学
法
学
部
准
教
授
） 

・【
著
書
】（
分
担
執
筆
）「
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
『
政
治
の

メ
デ
ィ
ア
化
』
と
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
化
』」
山
腰
修
三
編
『
対

立
と
分
断
の
中
の
メ
デ
ィ
ア
政
治
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

七
三-

一
〇
八
頁
。 

・【
論
文
】「
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
批
判
に
関
す
る

諸
問
題
」『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
＆
メ
デ
ィ
ア
』
第
一
九
号
、
七-

二
一
頁
。 

・【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
登
壇
】（
問
題
提
起
者
）「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
調
査
研
究
が
、
今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
日
本
メ
デ

ィ
ア
学
会
二
〇
二
二
年
春
季
大
会
。 

 

〇
松
永
智
子
（
東
京
経
済
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
准

教
授
） 

・【
研
究
ノ
ー
ト
】「「
メ
デ
ィ
ア
議
員
」
米
原
昶
（
一
九
〇
九
〜

一
九
八
二
年
）」『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』
第
八
号
、
二

〇
二
二
年
、
一
九
三—

二
〇
七
頁
。 

・
【
寄
稿
】
「
分
断
を
超
え
ゆ
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
／

Transcending division am
ong peoples of the world

」
ジ
ャ
パ

ン
タ
イ
ム
ズ
編
『TIM

ES CAPSULE 1897-2022: 

ジ
ャ
パ
ン

タ
イ
ム
ズ125

年
史
』
二
〇
二
二
年
、
五
二—

五
五
頁
。 

・【
寄
稿
】「
カ
ー
ラ
ジ
オ
の
ニ
ホ
ン
ゴ
：
島
の
暮
ら
し
と
「
移

民
」
の
メ
デ
ィ
ア
（
二
）」
人
間
学
研
究
会
『
道
標
』
第
七
九
号
、

二
〇
二
二
年
、
六
二—

六
七
頁
。 

 

〇
花
田
史
彦
（
大
阪
商
業
大
学
・
大
手
前
大
学
・
岡
山
大
学
・

286



同
志
社
大
学
・
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
） 

・「
さ
ら
に
い
く
つ
も
の
「
方
法
と
し
て
の
ア
ジ
ア
」
を
求
め
て

―

レ
オ
・
チ
ン
『
反
日―

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
感
情
の
政
治
』」

『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』
第
八
号
、
二
〇
二
二
年 

・「
戦
後
の
木
下
惠
介
と
戦
争
」
筒
井
清
忠
編
『
昭
和
史
講
義
【
戦

後
文
化
篇
】（
下
）』
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
二
年 

・「
日
本
メ
デ
ィ
ア
論
の
胎
動―
今
村
太
平『
映
画
芸
術
の
形
式
』

を
め
ぐ
っ
て
」『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
五
二
号
、
二
〇
二
二
年 

 

〇
飯
塚
浩
一
（
東
海
大
学
文
化
社
会
学
部
教
授
） 

・「
特
集
企
画
「
メ
デ
ィ
ア
化
す
る
君
主
制
」
に
つ
い
て
」『
メ

デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
五
三
号
（
二
〇
二
三
年
） 

 

〇
福
間
良
明
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授
） 

・【
著
書
】（
単
著
）『
司
馬
遼
太
郎
の
時
代 

歴
史
と
大
衆
教
養

主
義
』
中
公
新
書
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
、
全
二
九
六
頁 

・【
論
文
】（
単
著
）「
歴
史
小
説
の
な
か
の
『
戦
争
と
社
会
』―

―

司
馬
遼
太
郎
と
ネ
ガ
と
し
て
の
『
明
る
さ
』」『
思
想
』
二
〇

二
二
年
五
月
号
、
七
四-

九
〇
頁 

・【
論
文
】（
単
著
）「
昭
和
の
日
本
主
義
」
山
口
輝
臣
・
福
家
崇

洋
編
『
思
想
史
講
義
［
戦
前
昭
和
篇
］』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
二

二
年
一
二
月
、
一
六
五-

一
七
九
頁 

 

〇
趙
相
宇
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
・
国
際
調
査
教
育
セ

ン
タ
ー
特
任
助
教
） 

・【
著
書
】（
単
著
）『
忘
却
さ
れ
た
日
韓
関
係 

〈
併
合
〉
と
〈
分

断
〉
の
記
念
日
報
道
』
創
元
社
、
二
〇
二
二
年
四
月
、
全
二
六

四
頁
。 

・【
論
文
】（
単
著
）「「
始
政
記
念
日
＝
体
育
デ
ー
」
の
メ
デ
ィ

ア
・
イ
ベ
ン
ト 

朝
鮮
人
の
「
併
合
」
へ
の
参
加
と
動
員
」『
東

ア
ジ
ア
近
代
史
』
二
〇
二
二
年
六
月
二
六
号
、
七
－
三
一
頁
。 

・【
対
談
】（
福
間
良
明
・
趙
相
宇
）「
韓
国
併
合
記
念
日
に
語
る
、

日
韓
関
係
の
記
憶
と
忘
却
」
創
元
社
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
主

催
、
二
〇
二
二
年
八
月
二
九
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
。 

 

〇
比
護
遥
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
） 
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・【
研
究
ノ
ー
ト
】「
中
華
民
国
期
の
出
版
デ
ー
タ
の
推
計
」『
京

都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』
第
八
号
（
二
〇
二
二
年
） 

・【
書
評
】「
空
間
政
治
学
の
名
著
と
し
て―

Ｇ
・
Ｌ
・
モ
ッ
セ

『
大
衆
の
国
民
化―

ナ
チ
ズ
ム
に
至
る
政
治
シ
ン
ボ
ル
と
大
衆

文
化
』」『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』
第
八
号
（
二
〇
二
二

年
） 

・【
口
頭
発
表
】「
書
籍
と
中
国
社
会―

焚
書
と
読
書
の
シ
ン
ボ

リ
ズ
ム
」
中
国
社
会
文
化
学
会
（
二
〇
二
二
年
七
月
、
オ
ン
ラ

イ
ン
） 

 

〇
温
秋
穎
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
、
日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
） 

・【
論
文
】「
日
本
放
送
協
会
「
支
那
語
講
座
」
の
メ
デ
ィ
ア
史

（1931-1941

）：
他
者
の
言
語
は
い
か
に
想
像
さ
れ
た
か
」『
メ

デ
ィ
ア
研
究
』
第
一
〇
一
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
一
九―

一
三

六
頁
。 

・【
論
文
】「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
「
中
国
語
講
座
」
の
戦

後
史―

日
中
国
交
正
常
化
前
の
語
学
学
習
と
中
国
認
識
」『
メ
デ

ィ
ア
史
研
究
』第
五
三
号
、二
〇
二
三
年
、一
二
五―

一
五
〇
頁
。 

・【
口
頭
発
表
】「
戦
前
日
本
の
中
国
語
学
習
誌
：
中
国
語
教
育
、

中
国
語
界
を
読
み
解
く
基
礎
資
料
と
し
て
」
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
付
属
現
代
中
国
セ
ン
タ
ー
「
20
世
紀
中
国
史
の
資
料

的
復
元
」
共
同
研
究
班
、
二
〇
二
二
年
五
月
二
〇
日
。 

 

〇
戸
松
幸
一
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
、
株
式
会
社
も
く
よ
う
し
ゃ
代
表
） 

・【
論
文
】「
新
聞
『
日
本
』
に
見
る
古
島
一
雄
の
東
洋
観―

時

事
短
評
欄
「
雲
間
寸
観
」
を
中
心
に―

」（『
京
都
大
学
教
育
学

研
究
科
紀
要
』
六
九
号 

二
〇
二
三
） 

・【
口
頭
発
表
】「
新
聞
『
日
本
』
の
時
事
コ
ラ
ム―

古
島
一
雄

の
「
雲
間
寸
観
」―

」（
日
本
メ
デ
ィ
ア
学
会
秋
季
大
会 

二
〇

二
二
年
一
一
月
一
九
日 

沖
縄
国
際
大
学 

オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
） 

・【
書
評
】「
最
初
で
最
後
の
「
国
民
歴
史
作
家
」 

そ
の
栄
光

と
哀
愁 

―

福
間
良
明
『
司
馬
遼
太
郎
の
時
代 

歴
史
と
大
衆

教
養
主
義
』―

」（『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』
第
九
号
） 
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〇
山
内
湧
貴
（
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
） 

・【
書
評
】「
置
き
去
ら
れ
た
書
物
と
そ
の
広
が
り
に
み
る
思
想

戦 
―

和
田
敦
彦
『「
大
東
亜
」
の
読
書
編
成 

思
想
戦
と
日
本

語
書
物
の
流
通
』―

」（『
京
都
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
年
報
』
第
九

号
） 
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